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く現地研究 報 告 ＞

南伊豆町 の農漁村「子浦 」
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学 田中坐 子

1 9 7 D年 1月 18日～2D日，南伊豆町子浦の民宿忙おいて現地研究 一→ 指導の渡辺一夫先生

の表現によれば予備認査段階の資料集め（主妬聴き とり調査） 一ー を行った。 参加学生 65名。子

浦は伊豆半島の南西部陀位置 し，伊豆急下田駅より車で約 1時間のところ妬ある。半島の中で比較

的良い港にめぐま れている。 その湾は南北 1.1 Km,束西 D.8 Km程有し，湾内の南妬妻良（めら） ，

北代子浦の漁村がある。子浦は東西， 2区VCわかれ，人口は東子浦 7D戸3D 0人，西子浦 11 7戸

4 0 0人，である。生活は半没半漁で殴近妬なつて民宿経営が進んできている。子浦は江戸時代，

大阪ー東京間の海路の罪遥I'てよつて，西風の避難港（風待ち港） として末期妬その最盛期を迎えた。

当時の人 々の生活は船宿と「さいな船 」（ 大きな船の出 し引きの為！て用いられた）尻依存 していた

と云われる。だが明治になつて発勅汽船の発展の中で，風待ち港と しての役割を急速に失っていつ

た。それからは大きな資本力もなく半農半蔀の閑村として昭和 3D年頃迄萩いていた。 32年から

は滋資金Vてよつて造船を行いその数を増していった。現在では王匠沿岸漁業を中心に イカ，プリ，

テングサ取りの収獲が大部分を占めている。戯業妬於ては耕地が少ない為，山の上まで花の栽培陀

利用され副業 としてその収入妬依存 している人も 多い。花の栽培はかなり昔から行なわれていたら

しい。民宿は半乱の中では早 〈から東海自動車，伊豆急と契約され発朕 し漁協からの資金借 り入れ

尻よつて経営規模，件数も耳々拡大されてきている。

つき＇に漁莱協同組合 ，農契協同組合，各民宿の三つ妬分けて行なわれた聴き とり調査にそつて報

告する。

1. 漁 莱

人口は現在 20 0名，そのうち再菜者は 75~ 6名で，樵業に生計を依存 している者が40名い

る。船舶数は専漁船 22隻，兼漁船 15隻，そしてテン グサ，海老用舟 7隻である。今日ある数妬

至る過程を明らか妬していくと，昭和 26年漁莱法改正妬より 地区漁業者に保障金がおり，昭和28

年漁協はその資金の積み立てにより，部落で「まき網 」を買入れたが当てかはずれ赤字を生んでし

まつた。以後昭和52年「 批村漁村振興資金 」の融資によつて如 2隻 （計50 ~6 0万）を賂入し

た。この船は 3トン半でその他，挽莱にはいくつかの小さな天マ舟のみであった。始和 34年，
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「漁業近代化資金」を利用 し17 ~ 1 8隻新造へと拡大。更に昭和 39年 「沿岸構造改善事業 10 

ケ年計画」で， 3 9年， 4 0年， 4 1年と進み現在に至っている。中心となる漁協は員数 20 0名

で， うち正組合員 10 7名，準組合員 93名。（従来は 30日未満出漁者を準会員， 3 0日以上を

正会員と していたの匠対し昭和 38年の改正でそのポーダー ラインは 90日となった。年会員は選

学碓，非迩挙権が認められていない点で正会員と区別される）。組合の経営は「株式会社的」であ

るが本来組合の組織は物的組織ではなく人的組織であり各組合の生活の為という基本的目的を持つ

ていると云われたが内情は組合員の階膀分解（例えば，船王の水あげ料の取り分は 2人分で他は 1

人分という関係，並び陀漁業の中匠は専莱者40人，他の大部分は兼業で民宿をやつたり，花の栽

培をやったり し，年収 10 0万以上の者もかなりいる。その他，氏宿を行うのは，ある程度の土地，

労働力，および自己質金を持つ者尻限られることから 5段階位の所得ランク匠分けられると思、う）

や組合の利益収入などから考えると一様ではない半が察せられる。組合の年間事業収益は 500[)万

円で，そのうち，貝類，イセエピは漁稜の 2甜i1，殻近増加しているイカ代ついては 3分を手数料と

して組合に支払われる形態陀なつている。組合はそれらの資金を元に，民宿経営，船舶購入の際匠

浪資を行っている。例えは，民宿の場合改築費として9分の利子で 15万～ 20 0万の恣資，だが

この場合個人負担は 2割である。現在王匠組合が奨励している民宿融査金は 10 0万円程度だか，

組合員の中には 2~ 3 0 0万円も1昔りている者もいる。主な漁獲物だが，組合権として，いか釣，

テングサ，あわぴ，さざえ，なまこ，蛤，わかめ，のり，ひじきが決められている。採業期間は 6

~ 1 1月でテングサの口開けは 4月である。 43年度はかじき漁が 4~9月操業されたが，その年

によつて変動する不安定な割合いの禄だ。次の図は昭和 40年度～ 44年度迄の水あけ高の推移で
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あら これら〇王は誓砂とは 54年からド出へ共団出荷 していたが 56年以後は東京 ，t}蒻浜方面へ

と共同で咋返する自家弔荷を行つている。

＜農業ー特妬花の栽培を中心vc,> 

子浦は家が軒並みvc続き，高鹿 100m程度の山々た囲ま れている。毎農水田耕作地には余り恵
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まれぬ地理的条件の中で農業における唯一の現金収入は花舟栽培である。 それで も水田耕地は 4~

5町歩（比較的東子浦陀多い）あり販売農家はほとんどな 〈米はすべて自家用代する。明治から大

正の頃は養蚕が盛んで，生糸工場には下賀茂等，他部落から若い女エさんが巣り ，現在とはうつて

変つてはなやかだつたが，閑東大痰災により出火，倒産してしまつた。その後桑畑→豆→花と代わ

％胎和 5~6年以後花の栽培尻力を入れている。ミカンは強い西風の為出来ない。少い面積で比

較的高い収入を得るものとして， もと手のかからぬマーガレットが約 80%を占め，その他は菊な

どがある。グラジオラスを余りやらないのは球根の為述作が出来ないからである。収入は少ないと

ころで 2~3万，多いとこらで 80 ~9 0万を得，平均 20万の収入をあけているそうだ。西子浦

で 50件，束子浦で 20件，平均 20~30aの土地利用である。東京，大阪，名古屋，全国各方

面に小売り業者との直接契約を追して，出荷している。 4月忙芽ざし，夏代は草つみ， 9月尻薬ま

き， 1 0月， 1 1月芽つみ． 1 1 ~5月にかけては出荷と低とんど通生手をかける。子浦全体の収

入は，年間， 1 6 0 0万～ 17 0 0万位で，漁業のそれの約 1/3近くを占める。年々の推移は余

り変化のない横バイであるがr 昔と比ぺるとやや減少の頷向だという。

2.民宿

江戸時代から船宿として栄えていた子浦には，その家造 りの中陀当時の様子を見せているところ

がいくつかある。西子浦には，宮町，井戸町，中町，流宿と呼ばれる路地がタテに走り，それをは

さむ型で民宿がある。現在民宿の数は全体で 47件，内訳はも）の印のついた，毎日サーピス，交通

公社 (JTb)，近畿ツーリスト ，東海自動車系が 27件，そして伊豆急の開迪によつて昭和 38年

契約した伊豆急系 20件である。この2つの大甜観光会社系列化がどの様に子浦の中で分離したの

か疑問の域だ。

民宿経営は家内で特に婦人が兼農代従半している。民宿は年間通して開かれるものの，静かな湾

を利用した海水浴ツーズンたけが色を添えている現状である。宿泊期間は平均で 3~9日位迄でピ

ークは 7• 8月で 1日30 0 0人もの人が訪れる。しかし冬期は客も少なく ，諸経費の重みか ら民

宿を閉めてその期間東京，横浜へと出稼ぎ妬出ている家も少なくない6経営の実態は，建造の除の

利子の返済，民宿組合貸，宣伝貨，そして大きく占める設備投資の割合，それらの統計的資料は短

いわずかな日数の為得る半は出来なかったが，予想と して，かなり苦 しい経営ではないかと思われ

る。にもかかわらず年々増加して含ている民宿の数尻対し，どの様な理由があるのか不明である。

これからの問涵として南伊豆町役場の小林さんは， 4 7 ~ 5 0年頃陀かけ，どこの民宿も再投資の

時期iてぷつかる。松崎に伸びる有料迫路完成と崖つて子浦の民宿の大きな転換期になるのではない

かと云われていた。当然民宿に依存 してきている子補の人逹にとつて，早くも土地プロ ーカー等に
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ょって行なわれている祖IJ益は不安の対象である尻違いない。

ふま とめ といくつかの諒趙

子涸は粕協が中心となつた， 3 2年以降，国 ・県からの融貧金の惜り入れによつて造船してから，

こ：；1．まで小じん吐り とした半戯半漁の形態を変えるだけの沿岸漁染して於いて，収穫が急激に均大 し

て存た。又副業の花丹栽培の他，被近，全国的なプームである民宿経営が，昭和 37年尻ぽちぽち，

4 U年からは本格的尻生計の一担を占める迄成長していた。現在では多種兼業（漁莱，花丹栽培，

民伍）妬依存するところが多くなつてきている。漁業はなんとして も村の経済の中心（今后 65 0 00 

万円：9,：：：も及ぷ水あげを予測）であり， したがつて漁業を王軸としながらも多種兼業の道を歩むであ

ろう。しかしこの村でも， 日本の都市と雌村との差異の問題，一つ陀益々過疎化が進む という村の

存続をかけた大きな問越が恢たわっている。それは村の経済を任い，成長を促進させるぺき若年，i泌

(/_)流出という問題；て表わされる。去年の 9月末の人口調査尻 よると， 昭和 36年91 2名であった

のに対 し， 4 4年は 72 8名と 20 0名弱の大きな波少が見られろ。若年1茜の定焙を記るには，村

iて新らたな産業を巽すか涼業採菜規模の拡大，つまり，沿岸から沖合へ吏に逃洋へと染展させる他

はないと思うのだが，それiてはまず，漁場独占の進む中で視突的に容紡ではない こと，又それ妬見

合う費本力が無い J;,果 して村の経済の中心！たなり得るものか，それらの計画陀妥当i生がないので

あふそればかりではない，今後，村の生活は三つの割（漁，花，民宿）で進みつつ｛，化のため

応ますで匠土地が、ない。ここ数年の収穫嵩の悔移も横バイ を示 し，時に今年は 7~8年ぶ りの寒波

没来尻ょつて， 1令近く被害をこうむったそうである。数少ない畑や山を観光資本（灼茫る人も 多

くなつて 存ている中で，多分これからは別荘が増え，村の様子を変えてゆく 一つの要因妬なると思

われる。民宿尻あつては，一種のプーム 妬乗って数も増加 しているが，客斡施の契約を伊豆急，東

洵自動車などとかわ していると はいえ，又松崎への道路開通が近くなされたと しても，下田，波勝

I裔，棠ケ烏 といつた様なとりたてて観光の景勝の特色 もなく，絶対数のある程度限られる客の引き

入れの過当競争を生じせ しめている感じもする。民宿の改築，培築の滋資金返済もからんで前にも

杏いたが ここ 3~4年が，ギ；で，かなりの問題を生じせ しめるであろう。油水浴各で騒 しくなる

7 。8月頃は，特陀風紀の面で乱れると測く。また当然の半だが教育lて対する彩饗も大であらう。

漁業化於いても，最近，海が汚れ てきて，資源の確保も難か しくなってき ている。厳 しい操業そし

て不安定な収復とあいまつて，漁業人口も年々減る傾向を見せている。今后，水あげ料が多少増え

ると期待しつつも沿岸漁業の更なる発展を望む代は難かしい状況匹ある。従つて日本の沿岸漁業の

全国的な規模での方向は「泰加 」の本格化によつて大き い変革を遂げる であるうし，子浦妬ついて

も例えば，エピ，わかめ，岩ノリ ，はまち等の養殖に これからも村の経済を維持 し，あるいは発展

~ 76 -



させる展望を見い出せるのではないたろうか。

最期尻，民宿での聴きとり匠よる，子浦の封建的なごり vcっいてだが，例えば， 「若衆制度 」，

や漁業に於ける「船子と船主と の関係」はた とえ「 基本的↓ては人的関係云 々…」と云われている現

在でもそれらの諸制度のなどりが残っているのではないかと 思われる。西子浦では必ず 1時間交替

して冬の夜回りが行なわれ．その時間代は狂いがない。 多分以前匠大火4}を起こしたか，隣家ど うし

ヒー；シが合わさる程建てこんでいるので火災に至ら しめない為であろう。 そして確実な夜回りは，

村の仲間のつながりの認さを示すもの と思うが，村の仲間意識が封建的な関係から民王的な支え合

いの関係迄発展 してい るものかどうかは解らない。もちろん， これは推測の城を出ない。 事実の孤

付けがハッキリしたものは，他と同様に，長期の調査代よる しかない。

甲府市の都市 気 候

学部 4H 細田 浩

まえがき

毎年十数回の現地研究が行なわれている。われわれはもちろん希望すれば， どれ妬も参加するこ

とができるわけだが，実除には卒業するま ire3回程度の人が多いらしい。現地研究が主に1木暇中陀

集中 して行なわれるため，又研究の内容や対象 とする場所の都合で参加人数が限られてしまうため

妬，希望する現地研究に行けなかつたという経験は，筆者も一度ならず持つている。

さて，今日は 19 6 8年 6月匠甲府で行なわれた都市気候調査の現・地研究（吉野正敏教授指導）

尾残念ながら参加できなかった学部の諾君陀， あるいはこれから専門課程匠進む教養部の諸君に，

遅ればせながら誌上で現地研究妬参加して頂食たいと思いペンを取った；

甲 府市の現地研究

甲府の都市気候の視地研究に参加する学生は，吉野先生の地学実験を股修 した（あるいは現在受

けつつある） もの代限られる。これは気象 ・気候の調査に必妥な，アスマン乾泣計の扱い方，風向

・風速計の扱い方，及びその結果の表わ し方等を地学実験の授業で行うためである。現地研究はそ

の延長として，投業中匠マスクーした技術を使つて実除の地域の気候なり ，気象な りを観測 し，ま

とめ（ 凶示） ，解読する作業を行う。では甲府の都市気候の肋査に出発 しよ う。
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